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10月27日(金)、栃木県JAビルにて、梨の栃木県オリジナル品種「にっこり」の更なる魅力度アッ
プを図り、ブランド力向上及び生産振興に繋げるため、「にっこり」の特長である大きさについて、県
内外へ発信すること等を目的とし、「第２回にっこり大玉コンテスト」を開催しました。

県内各地の生産者から28点の出品があり、重量と外観を総合して上位10品を選出し、岩舟町静
和生産出荷組合の井上俊輔さん・井上美穂さんが最優秀大玉賞に輝きました（記録：2104ｇ）。

井上さんは昨年に続き連覇となりました。美穂さんは「今年は暑さと乾燥の影響で収穫が減った
が、大きくおいしくできた」と喜びを話されました。

生産者も参加して、11月５日（日）に栃木県アンテナショップ「とちまるショップ」（東京都）におい
て入賞した「にっこり」を展示し、試食も行い県産にっこりが大きく、ジューシーで甘いことをPRしまし
た。

第２回にっこり大玉コンテスト開催

県産米の消費拡大に向け県民に広くＰＲするため、とちぎ
の地産地消推進店と連携し、「お米を食べようキャンペーン（
11/30まで）」を開催しています。また、多くの方々に周知する
ために、他のイベントとのタイアップ企画も実施しています。

【宇都宮餃子会とのタイアップ企画】

秋の恒例イベント「宇都宮餃子祭り」が、11月3～5日の3日
間、宇都宮城址公園で開催されるにあたり、「お米を食べよう
キャンペーン」の一環で「宇都宮餃子祭り」に出店し、“餃子
には白ごはん！”ということで、県産米3銘柄ごはんを日替わ
りで販売しました。

餃子祭りのステージでは、栃木米アンバサダーＵ字工事
さんによるお米のＰＲや利き米対決なども行われ、宇都宮餃
子のファンに対し、県産米の魅力を伝えました。

栃木米アンバサダーＵ字工事
のお二人もキャンペーンをＰＲ

上位入賞者の方々



11月に紹介する県産花きです
10（金） シクラメン 下都賀地区
17（金） トルコギキョウ 安足地区
24（金） ポインセチア 河内地区

シンガポール・香港のバイヤーを招聘

新たな農産物の輸出、既存輸出の拡大を目的に、10月16～18日にかけてシンガポール・香
港から青果物バイヤーを招聘し、株式会社ジーワンの高糖度ミニトマトや千葉ファームのほうれ
ん草、JAなす南のにっこり梨の生産地などを視察しました。

千葉ファームでは、ほうれん草の特徴などが説明され、その場で試食も行い、バイヤーの皆
様からは「甘くて柔らかくて食感がよい」と好評でした。また、にっこり梨については人気が高い梨
なので、更なる輸出拡大に向け意見交換が行われました。

バイヤーの皆様は県産農産物の生産状況や産地の特徴などについて理解を深める有意義
な機会となりました。

とちぎの花でスマイルアップ ｉｎ ＮＨＫ（１０月分）

１０月は、八重咲きで花が長く楽しめ、地植えにすると毎年美しい花が楽しめる宿根アスター、県
産りんどう出荷の最後を飾る「みやまくん」の愛称をもつりんどう、色鮮やかな赤・オレンジ・ピンクの花
が可憐で華やかなカーネーション、濃いピンクと白色のコントラストが美しく、小柄だが花数が多いた
め通常のバラとは違った豪華さをもつスプレーバラの４品目の花を紹介しました。

10/6 宿根アスター
水沼 一貴氏(芳賀町）  

10/13 りんどう
奥田 忠夫氏（大田原市）

10/20 カーネーション
阿久津 功氏(那珂川町）

10/27 バラ
小山花き園芸組合ﾊﾞﾗ部会
（小山市）

「とちぎ和牛」魅力発信

「とちぎ和牛」の消費拡大に向け、インバウンドを中心に県外来訪者等へ「とちぎ和牛」をPR
するため、11月1日(水)から、デジタルサイネージを活用したPR動画の配信や、英語及び日本
語版のPRチラシの配布を始めました。

◆デジタルサイネージ：JR宇都宮駅西口2階及び東口交流拠点施設、宇都宮市バンバ

 市民広場

◆PRチラシ：宇都宮、日光、那須エリアの観光案内所、高速道路PA

英語版チラシJR宇都宮駅西口風除室 バンバ市民広場JR宇都宮駅東口自由通路

ほうれん草ほ場 にっこりほ場



「とちぎの農産物イメージアップ研修会」産地視察＆食材提案会を開催

県産米「とちぎの星」を使用した、おむすび専門店「Mr.おむすび」が大宮エリアで2店舗オープ
ンしました。
代表メニューは「究極の塩むすび」そして「はみ出るステーキおむすび」などで、ネーミングだけ
でなく、徹底的に素材にこだわり、食べた瞬間に笑顔が弾けるおむすびを提供していくとのことで
す。
ぜひこの機会に県産米「とちぎの星」のおむすびをご堪能ください。

◆大宮本店2023年11月4日オープン
埼玉県さいたま市大宮区浅間町2-47 Cháne氷川参道1F
◆大成店2023年11月1日オープン
埼玉県さいたま市北区櫛引町2-153-2 サンカーサV１F

大宮本店 大成店

おむすび専門店「Mr.おむすび」2店舗オープン
県産米『とちぎの星』のみ使用

おむすび一例

首都圏飲食店のシェフ12名を対象に、産地視察研修会及び食材提案会を10月16日(月)に
開催し、生産者と実需者との相互理解を深め、県産農産物の利用促進及び認知度向上並びに
「栃木食材フェア」への参加促進を図りました。
今年は例年にない厳しい暑さが農産物に影響していることで、出荷の状況が読めないなど生

産者が説明し、 農業への理解促進に繋げました。
また今回は、多くの県産農産物をＰＲし利用促進を図るため、各地域マーケティング協議会と
連携し、食材提案会を道の駅はがロマンの湯の会場で実施しました。
参加者からは、「たくさんの農産物や加工品を知ることが出来て良かった」「すごくいい食材を
紹介された。使いたいけど少数（ほうれん草2袋など）の場合に単価が安いものに対し輸送コスト
がかかるので、逆に高い食材になってしまう点が問題」などの声がありました。
今回参加の芳賀地域マーケティング協議会メンバーなどでは、「出展者同士の農産物を1梱
包にして輸送コストを削減させる」などの対応策を行うことで解決できないか前向きな検討がさ
れました。

食材提案会の様子

産地視察研修会の様子



一般社団法人 とちぎ農産物マーケティング協会 （令和5年11月発行）
TEL: 028－616－8787 FAX: 028－616－8715

http://www.tochigipower.com/ ☞「カラダにとちぎ」で検索

－新規とちぎの地産地消推進店－

店舗名 住所
電話番号

HP
代表者

永島牛乳直売店よーぐりっち
宇都宮市峰1-31-11
寛永ハイツ北側１F

028-634-3179

https://www.nagashima-gyunyu.jp

代表取締役
永島 寛

◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆ 1１月の予定 ◆◆◆◆◆◆◆◆◆◆

  5日(日) 「とちまるショップ」で大玉コンテスト受賞にっこり展示・試食PR（東京駅）

  9日(木) スーパーコーチ派遣事業 トマト（県内）

10日(金) スーパーコーチ派遣事業 トマト（県内）

10日(金)→11日(土) 農林水産省等主催「実りのフェスティバル」参加PR（東京都）

16日(木) 第20回全国農林水産 直売所サミット参加PR（市内）

17日(金) スーパーコーチ派遣事業 バラ（県内）

20日(月) シクラメン＆冬の鉢花展覧会・審査会（とちぎ花センター）

24日(金) 第40回栃木県肉用牛総合共進会[交雑種]（東京都）

27日(月) スーパーコーチ派遣事業 いちご（県内）

30日(木) 第40回栃木県肉用牛総合共進会[黒毛和種]（東京都）

◆12月15日(金)開催の「キラリと光るとちぎの星食味コンテスト」に向け1次、2次審査を実施。

－新規とちぎの旬彩店－

店舗名 住所
電話番号

HP
代表者

この一杯のために。 東京都杉並区高円寺南3-70-2
070-3131-6773

http://kono1.net/
熊谷孝彦

お米、和牛、いちごなどの本県を代表とするブランド食材を使用した限定メニューを提供する「栃木
ブランド食材フェア2023-2024」を本年度も都内飲食店を舞台に2回開催いたします。
◆第1回開催 11月17日(金)～12月10日(日)
◆テーマ食材 とちぎの星、とちぎ和牛、いちご、にっこり梨、青果
◆公式ウェブサイト https://www.location-research.co.jp/tochigi_fair2023-2024/
本年度は、より一層バラエティに富んだ参加店にて、消費者の皆様に県産食材の魅力を楽しんで
いただけるフェアにしています。
東京にお越しの際は、是非お立ち寄りいただければ幸いです。詳しくは当協会HPをご覧ください。

首都圏で「栃木ブランド食材フェア2023-2024」開催
―とちぎを美味しく にっこりでほっこり―

東京都内の飲食店13店舗で開催！

店名：ラスペルジュ
特撰！とちぎ和牛内もも肉（A5）の炭火焼き
ペリグーソース(黒トリュフのソース)
3,800円（税込）

店名店名：Restaurant Re:
栃木県産にっこり梨と鰆のアントレ・フロワ
ゆめみどりとビーツのサラダ
￥2,750(税込・サ別)￥4,180
(税込・サ別)コースの前菜として提供
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